










































































































表 1? 本稿で扱う「結果状態」の「テイル」に対応するタイ語の文法形式 
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は、文法テストを受けた協力者の中から 23 名に依頼し実施した。 
 
4.3? 調査期間 












? 本調査においては、「多肢選択テスト」を用いた。文法テストの問題数は総 20 問ある（稿
末資料を参照されたい）。内訳は、「動詞＋」のグループと「動詞＋」のグループ


































































? 1）その出来事が過去に起きたから、「タ」が正しい（例：「届く」：23 人中 20 人、「治る」：
23 人中 18 人、「過ぎる」：23 人中 22 人） 
? 2）「テイル」だと「進行」を表すから、「タ」が正しい（例：「届く」：23 人中 18 人、「治
る」23 人中 20 人、「過ぎる」：23 人中 19 人） 
表 1? 「ル」「タ」「テイル」「テイタ」を選択した調査協力者の人数 
動詞 ル タ テイル テイタ 合計 
始まる 6 84 23 12 125 
届く 0 92 5 11 108 
治る 5 81 10 17 113 
腐る 9 62 29 18 118 
終わる 8 87 7 4 106 
なる 7 76 15 21 119 
過ぎる 7 89 5 5 106 

























































   
認知の仕方が































































? ? ? （2000）「自然会話における日本語学習者による「テイル」の習得研究―OPI デー
タ 
 の分析結果から―」『日本語教育』104，pp.20-29 
? ? ? （2005）『日本語学習者によるアスペクトの習得』くろしお出版 
工藤真由美（1982）「シテイル形式の意味のあり方」『日本語学』1-2、pp.38-47 









? ? ? （2004）「文法テストによる日本語学習者のアスペクト習得研究―L1 の役割の検討
―」『日本語教育』123、pp.56-65 
? ? ? （2005）「第二言語としての日本語のアスペクト習得研究概観―『動作の持続』と















ピャマーワディー・ラチャニー（1981）「日・タイ語におけるテンスとアスペクトの比? ?  
? ? 較対照―「～ル」「～タ」「～シテイル」「～シテイタ」について―」『日本語教?  



























                                                   
i「テイル」の習得に関する今まで先行研究では「動作の継続」や「動作の持続」と表示される
ことが多いが、本稿では「進行」と表示する。 
ii「テイル」の習得に関する今までの研究では「結果の状態」と表示されることが多いが、本稿
では「結果状態」と表示する。 
iii本研究では、「」と書くが、意味は同じである。 
iv本研究では、「」と書くが、意味は同じである。 
v「」は「完了」を表すタイ語の助動詞である。  
vi「」は日本語の「ある」や「いる」と同じように「存在」を表すタイ語の助動詞である。  
vii調査協力者が正答である「テイル」を選択できても、「結果状態」の「テイル」に関する正し
い知識を持ち習得が進んでいるとは限らない。そのため、本調査の調査結果の段階では、「正答
率」ではなく「選択率」を用いており、「結果状態」の「テイル」の習得が進んでいるかどうか
に関してはフォローアップ・インタビューの結果を合わせた考察でしている。 
viii本研究では「タイ人日本語学習者」と「タイ語母語話者」という言葉が使われているが、「タ
イ人日本語学習者」は「日本語学習経験があるタイ人」を、「タイ語母語話者」は「日本語学習
経験の有無を問わない一般的なタイ人」を指している。  
ix迫田（2002）は、誤用の分類方法の一つとして、「言語間エラー」と「言語内エラー」という
分類を挙げている。言語と言語の間に問題があって生じる誤用、つまり母語の影響によって起
きる誤用を「言語間エラー」といい、学習している言語の中で活用を間違えるなどの誤用を言
語内エラーという。 
